
 

           新技術調査表（１） 登録番号 0401038 

名  称 MITS 工法(QSJ ｼｽﾃﾑ) 
作成年月日 2004年 3月26日 

更新年月日 2020年 4月17日 

 副  題 中圧（硅砂）噴射流体切削撹拌工法  開発年月日 2000年 月 日 

 
 
 分  野 

○1 共 通 ２道 路 
３公 園 ４河 川 
５海 岸 ６砂 防 
７その他 

区 
 
分 

１材 料 
○2 工 法 
３製 品 
４機 械 
５その他 

大 分 類 特  記  項  目 

地盤改良工 

 

 

改良部粘着力(粘性土0～30KN/m2)  
改良部Ｎ値(砂質土0～15)     
最大深度は23m 

開 
発 
者 
等 

開
発
会
社 

会社等名  ㈱富士建 他2社 担当部署 技術部 

担当者名  溝口 力 ＴＥＬ 0952-64-2331 

提
案
会
社
兼
問
い
合
せ
先 

会社等名  ＭＩＴＳ工法協会 担当部署 事務局 

担当者名  溝口 力 〒 

 

840-0513 ＴＥＬ 0952-64-2331 

住  所 

 

 佐賀県佐賀市富士町大字下熊川159-68 ＦＡＸ 0952-64-2340 
 

 
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ  e-maile  eigyou2@fujiken-co.jp 

 
 【概 要】 

MITS工法とは、Middle Pressure Injection Total System QSJｼｽﾃﾑとは、Quartz Sand Jetです。 
従来のｽﾗﾘｰ単管高圧(20MPa)噴射工法をｽﾗﾘｰ中圧(20MPa以下)噴射に硅砂を投入して硅砂破壊による流体

切削方式の地盤改良を行なうｼｽﾃﾑです。本工法の概要は、変位抑制・砂質土層での改良を実施する場合、
中圧噴射で水切削を行ない所定深度まで貫入します。途中、障害物(捨石・松杭等)がある時は、硅砂入り
削孔水を高圧噴射し破壊削孔します。削孔終了後、ｾﾒﾝﾄ系固化材のｽﾗﾘｰ+硅砂を中圧噴射により地盤改良し、
φ=600～1000㎜の円柱状の改良体を造成するｼｽﾃﾑです。また適用地盤は、特記事項に記載している粘性土・
砂質土および有機質土を対象にしております。 

 
 【特 徴】 

本工法の特徴は、ﾍﾞｰｽﾏｼﾝが従来工法に比べて小型のﾊﾞｯｸﾎｳをﾍﾞｰｽﾏｼﾝに採用していることから、360度の範囲
で施工が可能であり、かつ狭小現場での施工を得意としております。また、中圧噴射の施工により、周辺構
造物への影響が少なく、障害物を含む地盤に対しても削孔から改良体造成まで、1工程作業が可能であり、従
来施工に比べ、施工時間の短縮による低ｺｽﾄ化・経済性に優れるなど数々の特徴を有しております。 
 
 
 
 
 
 
 
                    （写真，図表等） 

        

様式－３ 

別紙３ 

ｾﾒﾝﾄｻｲﾛ

発電機

地盤改良機

（SFｼﾘ-ｽﾞ）

ｽﾋﾟﾝﾄﾞﾙﾀｲﾌﾟ

水ﾀﾝｸ

流量計

ﾌﾟﾗﾝﾄ
ﾐｷｼﾝｸﾞ

グラウトポンプ

水噴射(下)･･･障害物削孔

ｽﾗﾘｰ噴射(横)･･･改良体造成

水＋硅砂 ｽﾗﾘｰ+硅砂

障害物削孔

改良体造成

水＋硅砂噴射

ｽﾗﾘｰ+硅砂噴射



新技術調査表（２） 
 

 
 
 実績件数 

  東 京 都：  0 件 
  国 土 交 通 省：  13 件 
  その他公共機関： 247 件 
  民 間：  3 件 

東
京
都 

（
内
訳
） 

 建 設 局：     件 

 都市整備局：     件 

 港 湾 局：     件 
  

水 道 局：    件 

  下 水 道 局：     件 

  交 通 局：     件 

  そ の 他：    件 

 特  許    ○1 有り   ２出願中   ３出願予定   ４無し  （番号：第3526016号                  
      ） 

 実用新案    １有り   ２出願中   ３出願予定   ○4 無し  （番号：                        ） 

  

評
価
・
証
明 

 １技術審査（番号：         ） ２民間開発建設技術（番号：       ） 
   ・証明年月日（          ）  ・証明年月日  （          ） 
                      ・証明機関   （          ） 
 ３新技術情報提供システム[NETIS]        ４その他（               ） 
 （番号：QS-000012-V   登録年月日：2000年12月11日 ） 

ｷｰﾜｰﾄﾞ 

 ○1 安全・安心  ○2 環 境 ３ゆとりと福祉  ○4 コスト縮減・生産性の向上 
 ○5 公共工事の品質確保・向上 ○6 リサイクル ７景 観 

 自由記入 近接構造物変位防止・障害物含有地盤適応・削孔水の循環が可能 

開発目標 
（選 択） 

 １省人化 ２省力化 ○3 作業効率向上 ４施工精度向上 ○5 耐久性向上 ６安全性向上 
 ○7 作業環境の向上 ○8 周辺環境への影響抑制 ○9 地球環境への影響抑制 
 ○10. 省資源・省エネルギー ○11. 出来ばえの向上 ○12. リサイクル性向上 13. その他 

従 

来 

と 

の 

比 

較 

 従来の材料名・工法名：単管高圧噴射工法(ﾛｰﾀﾘｰﾊﾟｰｶｯｼｮﾝによる削孔工含む) 
 １ 工 程【○1 短縮（46.1％）２同程度 ３増加（  ％）】（障害物の削孔が容易） 
 ２ 省 人 化【１向上（  ％）○2 同程度 ３低下（  ％）】（           ） 
 ３ 経 済 性【○1 向上（13.0％）２同程度 ３低下（  ％）】（先行削孔不要） 
 ４ 施工管理【○1 向 上    ２同程度 ３低下          】（ﾏｼﾝ内での集中管理） 
 ５ 安 全 性【○1 向 上    ２同程度 ３低下          】（小型なので軟弱地盤可能） 
 ６ 施 工 性【○1 向 上    ２同程度 ３低下          】（小型機械のため機動性有） 
 ７ 環 境【○1 向 上    ２同程度 ３低下          】（削孔水の循環システム可能） 
 ８ 汎 用 性【○1 向 上    ２同程度 ３低下          】（CMSｼｽﾃﾑとの併用が可能） 
 ９ 品 質【○1 向 上    ２同程度 ３低下          】（硅砂+ｽﾗﾘｰで攪拌が良い） 
 10  そ の 他（中圧噴射方式のため近接構造物への変位が少ない） 

 【歩掛り表】  標準 ・ 暫定 

 
施工単価の条件 ･ 改良径φ=800㎜・改良本数1000本・ｾﾒﾝﾄ系固化材 130㎏/m3・ｾｯﾄ数 2ｾｯﾄ 

・ 土質(粘性土)・敷き鉄板はなし・ﾛｯﾄﾞ継ぎ足しなし 
・ 1本の施工長=土被り3m+改良長10m+障害物捨石軟岩1.0m  
・ 適用機種 SF-200LSH 

 
 【施工単価等】 材工共：     84,283  円／本 
 
         〔内訳〕材料費：  10,426 円／本 
             工事費：   73,857 円／本 
           〔その他〕仮設費：1,649,060 円/回（改良機組立解体輸送） 
 
 【施工上・使用上の留意点】 
①砂質土・砂れき土・腐植土の土質については、現場試験を実施し改良径・改良強度を確認する。 
②本歩掛りは標準施工状態の歩掛りです。よって特殊施工については別途考慮する必要があります。 
③本工法の施工方法及び歩掛りは、有明軟弱地盤での試験結果に基づいていますが、一般的な低平地地
盤への適用も同等とします。 

 【参考資料】 
   
   

 



新技術調査表（３） 
 

検 

査 

・ 

試 

験 

デ 

ー 

タ 

等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

建 設 局 
事業への 
適 用 性 

 
ＭＩＴＳ工法 ＱＳＪシステムの適用性 

 
(1) 仮設構造物としての適用例 

① 地盤強化 掘削工事における地盤強化 
② 止  水 湧水、漏水の防止及び周辺地下水位の低下防止 
③ 防  護 近接構造物の変状防止 

(2) 構造物としての適用例 
① 支持力強化   支持層や支持杭としての利用 
② 土圧低減    地中構造物に作用する土圧の低減 
③ 遮水、水圧低減 地中遮水壁としての利用 

 
上記適用例の対策工事としては下記の通りです。 

･BOX下部沈下防止対策･河川堤防すべり防止対策･河川基礎ﾌﾞﾛｯｸ土留補強+支持力増加対策 
･河川堤防耐震対策･処理施設土留+ﾋｰﾋﾞﾝｸﾞ防止対策･ｻｲﾎﾝ布設に伴う沈下防止対策 

 
 
 
 



新技術調査表（４） 
 
 
          施工全景                 障害物削孔時の噴射状況 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
□従来工法（先行削孔+単管高圧噴射工法） 

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

                             

 

 

 

 

 

□新技術工法（ＭＩＴＳ工法ＱＳＪシステム） 

 

 

 

 

 

 



新技術調査表（５）《実績表》 
 

 局 名 事 務 所 名 工 事 件 名 施 工 期 間 CORINS 登録 № 

東 

京 

都 

に 

お 

け 

る 

施 

工 

実 

績 

     

 【評価等がある場合、その内容】 

東
京
都
以
外
の
施
工
実
績
（
国
土
交
通
省
・
地
方
自
治
体
・
民
間
等
） 

発    注  者 工 事 件 名 施 工 期 間 CORINS 登録 № 

九州農政局筑後川下流左岸
農地防災事務所 

福岡県北九州県土整備  
事務所 

福岡県北九州市役所   
  

佐賀県杵藤土木事務所  
  

佐賀県伊万里土木事務所 
            
  

長崎県県央振興局    
            
  

鹿児島県南さつま市   
  

西浜武線若宮排水樋門 
工事 

山田川護岸工事(1工区)
  

江川護岸工事(30-1)  
  

丁后川河川保全工事 
(樋管工)      

井手口川通常砂防  
(指定)工事(地盤改良) 
  

江ノ浦川河川改修工事 
(1工区) 

南さつま市地頭所ポンプ
場建設工事その3 

 

2019.6～2019.6  
  

2019.2～2019.2  
  

2019.2～2019.2  
  

2019.1～2019.1  
  

2019.10～2019.12 
         
  

2018.2～2018.3  
         
  

2018.11～2019.1 

 

 【評価等がある場合、その内容】 

 


